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②少数派のバイリンガリズム支援の問題：
→子どもの母語と日本語、教科とを総合的に支援する必要（清田 2016）

+多数派の側にも言語意識を高めておくことが必要
→学校を構成する多数派の児童生徒や教職員もまた、複数の言語に開かれている必要

①②→多数派も少数派問わず、「英語を含む複数言語に開かれ、それらを承認する視点」をどう養うか
⇒複言語教育：「言語への目覚め活動」
①「同時に複数の言語を扱う教授法で、子どもたちに多種多様な言語やその機能，使用に親しませることで，その後になって多くの言語を学ぶ意欲を起こさせるもの」（グロジャン、2018、128－129）
②「さらなる利点は、すでに一つの言語を知っており、それを話し、その知識をわかりやすく説明できる子どもたちを高く評価することになる」（同上、129）

問題意識①：ALTは英語話者「だけ」なのか？

ALTは英語のモデルとしてよく活躍されるが、実は多言語的な存在。母語を問わず、6割近くのALT
は、英語と日本語以外の言語が使用できる (ピアース、2021a;b)。それの言語（と文化）の経験を
外国語の授業に取り上げる教育的な意義がある：

日本語と英語以外に言語を保持するALT (57%)
(ピアース、2021a;b)
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ALTは意外と多言語!?

これらの言語文化（経験）を実践に還元できないか？

問題意識②：ALTの複言語主義を知るのが容易ではない

世界には英語以外の言語を話す人々も多い。そのことから，世界の人々を理
解するには，英語以外の言語を使う人々の日常生活も取り上げることが大切
である。 (指導要領解説：外国語編：134)

さらに、バイリンガル（二つ以上の言語を日常的に使用する話者）の言語使用・習得経験がモノ
リンガルと違う(グロジャン、2018)ため、単なる「英語モデル」とは別に形で外国語（英語）教
育に貢献できると思われる。しかし、ALTの全体的な言語・文化的背景（＝複言語主義）を知る
のが容易ではない。

・教員養成課程でなかなか取り上げられない（実習中もTTが少ない）：

「なんか、ティーム・ティーチングはALTとやるよ、くらい。5分もしゃべってないくらい」
「ALTを特別に取り上げた授業はなかった。ALTについて…講義を受けた覚えがない」

・現役教員は空きコマが少ない、授業が終わったらALTが帰るなど、学校現
場には様々な制約があって、ゆっくりALTと話す時間の確保がむずかしい。

・個人の複言語主義(plurilingualism：全体的な言語能力・文化経験)がそもそ
も複雑なものであって、簡単にまとめることができなし。

（cf. オチャンテ・大山、2022）

本研究：「視覚的言語自伝」でALTの複言語主義を知る

言語教育学の中で、視覚的言語自伝の方法は、社会学や文化人類学、教育
学、臨床心理学など複数の領域の研究方法を取り入れながら定着してきた
…複言語話者の経験する様々な移動性（すなわち、物理的な移動だけでは
なく、ヴァーチャルな移動、日常的な言語使用から学術的言語へと至る認
知的な移動など）を理解するために、広く用いられている。次のように説
明される。

ある人が他人に対して、自分に関する何か、すなわち、世界の中での自分
の居場所や、世界の言語との関係、文化的空間の横断性、他者性、移動性
との関係、自分史、こうした異なる言語や文化の複数性や断絶、自分のア
イデンティティ、学習などを表現するために、絵を描いて表現すること。

(オチャンテ・大山、2022: 74-75)

「視覚的言語自伝」とは？ 参加者・研究の方法

① 教職課程に在籍している学生1名（佐々木加奈）
② ニュージーランド出身の（元）ALT 1名（Nicholas Moriarty）＋α(付録)

1) 研究者（ピアース）が自身の視覚的言語自伝を紹介した後、参加
者二が自伝を描く

2) 参加者同士が視覚的自伝について回顧的説明をし、質問し合う
3) 複数回の対話的な面談を持ち（研究者も参加）、互いの解釈を述

べつつ、共同で分析する

共同分析を通して、ALTの複言語主義をいかに外国語（英語）教育に還元
できるか、将来の教員と元ALTが一緒に考える。
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⇐ 多言語・多文化ALTの一つの活躍：「給食プロジェクト」 
(大山ら、2022; Pearce et al., 2021; Pearce et al., forthcoming)

（暫定的な）結論と今後の発展

自伝・対話の分析（教員養成課程の学生視点から）

本研究における分析・考察はまだ途中であるものの、「視覚的言語自伝」を使うことで、比較的短時間（自由時間に作成できる自伝そのものの作成を除いて、
40分）に、ALTの言語・文化的来歴（複言語主義）に（教員養成課程の学生が）アクセスでき、その複言語主義を生かすための授業のネタが考えられる。学
校現場でさまざまな制約がありながらも、「視覚的自伝」を使うことによって、ALTの複言語主義をある程度効率的に把握することができそうである。

研究者佐々木の
視覚的自伝

ALTニックの視覚的自伝

「視覚的言語自伝」交流前のALTに対するイメージ

「ネイティブ。まあ、ペラペラしゃべれる人っていうイメージで。」
（佐々木による：研究事前の打ち合わせ、6月5日）
「ALTの条件として、やはり主言語が英語である…アメリカ英語から逸脱し
ない（のがALTの存在意義）…日本の英語教員とは違う、英語を主言語とす
るがゆえの強み」（もう一人の教員養成課程学生、6月5日）

「視覚的言語自伝」から気づき、変化

研究者ピアースの自伝 学部生の自伝：Daryai-Hansen et al., 2023)

・（日本語が共通言語であった、ALTニックの東京外大の話を聞いて）：
「自分」対「誰か」で考えてるから、その逆もあるやなと思って。（英語
だけが共通語ではないことの気づき）
・（上を踏まえて）、「ALTの先生に日本のいいところとか、日本の文化
をあえてこちらから教えるのもいい交流なんじゃないか？」

・英語だけじゃなくて、何か違う国の人（とのやりとりの中で）、こちら
が感じている壁を（そのまま）子供に見せて、そしてそれを通して「自分
を知る」、「向こうを知る」力を育てるのもありえる（佐々木による：
ALTニックとの自伝をめぐる対談、7月18日)
・英語だけじゃなくて、言語を学んできた経験ももっと活かせるかな？
（佐々木による：ALTニックとの自伝をめぐる対談、7月18日)

ALT（ニック自身の振り返り）

英語モデルや、陳腐な母国紹介だけお願いされるALTが嫌になって、帰る人が多い。私もそう
でしたが、このように、言語学習の経験がもっと共有できたなら、違ったかもしれませ
ん・・・

教員養成課程の学生2名の聞き取りから

40分程度：学校現場でも、確保できる時間？

ALTの複数言語主義をとりあげた、一つの実践例

☆本研究に完成にむけて、いわゆる「日本人教員」（教職課程学生）が、自身の自伝を作成したことによる言語に対する意識変化に対する考察が一つの課題になる。また、ALTの言語自伝を通して
の気づきを、具体的な学習目標に落とし込む）。

言語の表面的な要素が中心

ALTの「生きた経験」の重
要性（意識の変化）


	スライド 1

